
は
じ
め
に

近
世
初
期
に
お
け
る
『
義
経
記
』
変
容
の
ひ
と
つ
の
形
と
し
て
、『
異
本
義

経
記
』
の
存
在
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。『
異
本
義
経
記
』
は
、『
太
平
記
秘

伝
理
尽
鈔
』（
以
下
『
理
尽
鈔
』
と
す
る
）
を
中
心
と
す
る
い
わ
ゆ
る
「
軍
記

評
判
」
に
強
く
影
響
を
受
け
な
が
ら
、『
義
経
記
』
に
は
見
ら
れ
な
い
異
伝
・

異
説
を
収
載
し
、『
義
経
記
』
の
新
し
い
世
界
を
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
『
異
本
義
経
記
』
に
つ
い
て
、
そ
の
変
容
と
し
て
の
『
義
経
記
』
本
文
と
の

比
較
検
討
、
ま
た
『
異
本
義
経
記
』
の
叙
述
の
あ
り
方
、『
理
尽
鈔
』
の
影
響

等
、『
義
経
記
』
変
容
の
方
法
に
つ
い
て
は
別
に
論
じ
る
機
会
を
得
た
。
次
い

で
本
稿
で
は
、『
異
本
義
経
記
』
の
展
開
と
そ
の
享
受
と
い
う
視
点
か
ら
、『
義

経
記
』
変
容
の
様
相
・
意
義
、
さ
ら
に
は
『
義
経
記
』
理
解
と
の
関
わ
り
等
を

検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

『
異
本
義
経
記
』
の
展
開
と
そ
の
享
受

一

一
『
異
本
義
経
記
』
伝
本
に
つ
い
て

享
受
の
問
題
へ
進
む
前
に
、
ま
ず
最
初
に
『
異
本
義
経
記
』
伝
本
の
確
認
を

行
っ
て
お
き
た
い
。『
異
本
義
経
記
』
は
そ
の
伝
本
の
数
も
少
な
く
、
そ
の
流

布
の
状
況
も
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。
従
来
検
討
さ
れ
て
き
た
も
の
に
今
回
新

た
に
二
本
を
加
え
、
ま
た
さ
ら
に
豊
富
な
異
伝
・
異
説
を
収
載
す
る
『
異
本
義

経
記
』
の
別
名
同
書
と
い
え
る
『
義
経
知
緒
記
』
を
『
異
本
義
経
記
』
展
開
の

一
つ
の
結
果
と
考
え
、
併
せ
て
検
討
の
対
象
と
す
る
。
そ
れ
ら
は
、
そ
の
享
受

の
あ
る
一
定
の
拡
が
り
を
示
す
も
の
と
考
え
る
。

『
異
本
義
経
記
』
の
伝
本
と
し
て
は
、
叡
山
文
庫
蔵
の
一
本
と
静
嘉
堂
文
庫

蔵
の
二
本
の
計
三
本
が
翻
刻
及
び
検
討
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。
今
回
こ
の
他

に
、
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
河
村
文
庫
蔵
と
永
井
義
憲
氏
蔵
の
二
本
を
新

た
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
『
異
本
義
経
記
』
五
本
と
『
義
経
知
緒

『
異
本
義
経
記
』
の
展
開
と
そ
の
享
受

｜
｜
『
義
経
記
』
変
容
の
一
過
程
｜
｜

西

村

知

子



記
』
の
四
本
を
併
せ
て
挙
げ
て
み
る
。

『
異
本
義
経
記
』
に
お
い
て
は
、

叡
山
文
庫
蔵
本
〈
叡
山
本
・

静
嘉
堂

文
庫
蔵
（
松
井
簡
治
氏
旧
蔵
）
片
仮
名
本
〈
静
カ
本
・

静
嘉
堂
文
庫
蔵

（
松
井
簡
治
氏
旧
蔵
）
平
仮
名
本
〈
静
ひ
本
・

名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館

河
村
文
庫
蔵
本
（
上
巻
の
み
）〈
河
村
本
・

永
井
義
憲
氏
蔵
本
（
国
文
学
研

究
資
料
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
）〈
永
井
本
、
ま
た
『
義
経
知
緒

記
』
に
お
い
て
は
、

国
会
図
書
館
蔵
本
〈
国
会
本
・

内
閣
文
庫
蔵
本

〈
内
閣
本
・

尊
経
閣
文
庫
蔵
本
〈
尊
経
閣
本
・

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本

〈
大
東
急
本

の
以
上
九
本
（
以
下
各
伝
本
に
つ
い
て
〈

内
の
略
称
を
使

用
す
る
）
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
新
出
の

河
村
本
と

永
井
本
の
簡
略
な
書
誌
を
記
し
て

お
く
。河

村
本

写
本
。
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
。
上
巻
の
み
一
冊
。
袋
綴
。
二
十

三
・
四
×
十
六
糎
。
四
十
丁
。
外
題
「
異
本
義
経
記

欠
本
」。
内
題
「
異
本

義
経
記
」。
尾
題
「
異
本
義
経
記
」。
一
丁
表
に
「
市
立
名
古
屋
図
書
館
蔵
書

印
」「
河
村
家
蔵
」
の
印
記
。
表
紙
に
「
河
村
秀
頴
本
／
名
図
」
の
小
片
貼
紙
。

永
井
本

写
本
。
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
。
上
下
二
巻
二
冊
。
二
十
七
×
十

九
・
五
糎
。
上
巻
四
十
丁
・
下
巻
三
十
九
丁
。
外
題
・
内
題
な
し
。
尾
題
（
上

巻
）「
異
本
義
経
記
」。
上
巻

に
「
異
本
義
経
記

乾
」・
下
巻

に
「
異
本

義
経
記

坤
」。
上
下
巻
と
も

に
「
虚
空
蔵
」、
一
丁
表
に
「
一
乗
止
観
院
」

の
印
記
。

『
異
本
義
経
記
』・『
義
経
知
緒
記
』
は
と
も
に
、
写
本
、
上
下
（
乾
坤
）
二

巻
構
成
で
、

の
静
ひ
本
の
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
を
除
き
漢
字
片
仮
名
交
じ
り

の
表
記
で
あ
る
。
本
文
に
章
段
分
け
は
な
く
、
本
文
と
そ
れ
に
対
す
る
注
記
を

記
す
一
段
下
げ
の
記
事
か
ら
な
り
、
頭
注
を
持
つ
も
の
も
あ
る
。
全
体
の
内
容

と
し
て
は
、『
義
経
記
』
を
ベ
ー
ス
と
し
な
が
ら
、
そ
の
異
伝
・
異
説
を
中
心

と
し
た
義
経
の
一
代
記
と
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
は
、『
義
経
記
』
諸
本
に
対

す
る
「
異
本
」
の
一
本
と
し
て
で
は
な
く
、『
義
経
記
』
に
は
見
ら
れ
な
い
異

伝
・
異
説
を
載
せ
る
「
異
本
」
と
し
て
、『
異
本
義
経
記
』
と
い
う
書
名
が
便

宜
上
付
さ
れ
た
と
も
受
け
取
れ
る
。

さ
て
、『
異
本
義
経
記
』
諸
本
お
よ
び
『
義
経
知
緒
記
』
に
お
い
て
、
一
段

下
げ
注
記
事
や
頭
注
な
ど
を
中
心
と
し
た
独
自
部
分
を
持
つ
も
の
が
あ
る
が
、

基
本
と
な
る
本
文
で
大
き
な
異
同
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
河
村

本
・
永
井
本
の
本
文
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
基
本
と
な
る
本
文
の
関
係
を
少

し
見
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。『
異
本
義
経
記
』
五
本
（
河
村
本
は
上
巻
の
み

比
較
）
と
国
会
本
『
義
経
知
緒
記
』
を
比
較
の
対
象
と
す
る
。（
上
下
巻
丁
数

等
は
叡
山
本
の
み
記
す
。）

ま
ず
永
井
本
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
非
常
に
叡
山
本
に
近
い
本
文
を
持
っ
て
い

る
。

〈
叡
山
本

或
夜
頂
法
寺
ノ
観
音
ヘ
詣
ス
ル
皆
以
テ
義
経
ノ
事
也
（
下

『
異
本
義
経
記
』
の
展
開
と
そ
の
享
受

二



巻
二
十
七
丁
表
）

〈
静
カ
本

或
夜
頂
法
寺
ノ
観
音
ヘ
詣
ス
ル
ノ
処
参
詣
ノ
者
ト
見
ヘ
テ
男

二
人
法
師
一
人
堂
内
ニ
休
居
タ
リ
物
語
ス
ル
皆
以
テ
義
経
ノ
事
也

〈
静
ひ
本

或
夜
頂
法
寺
の
観
音
へ
詣
す
る
の
処
に
参
詣
の
者
と
見
え
て

男
二
人
法
師
一
人
堂
の
内
に
休
居
た
り
物
語
す
る
皆
以
義
経
の
事
也

〈
永
井
本

或
夜
頂
法
寺
ノ
観
音
ヘ
詣
ス
ル
皆
以
テ
義
経
ノ
事
也

〈
国
会
本

或
夜
頂
法
寺
ノ
観
音
ヘ
詣
ル
ノ
処
参
詣
ノ
者
ト
見
ヘ
テ
男
二

人
法
師
一
人
堂
内
ニ
休
居
タ
リ
物
語
ス
ル
皆
以
テ
義
経
ノ
事
也

こ
れ
は
京
の
頂
法
寺
で
、
義
経
の
こ
と
を
話
す
三
人
を
義
経
の
味
方
と
思
っ
た

梶
原
の
家
人
が
、
尋
問
し
よ
う
と
し
て
逆
に
や
ら
れ
て
し
ま
う
場
面
で
あ
る
。

叡
山
本
・
永
井
本
で
は
、
他
本
の
傍
線
部
分
が
同
様
に
脱
落
し
て
お
り
意
味
が

通
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
そ
の
他
全
体
を
通
し
て
叡
山
本
と
永
井
本
は
一
致
し
、

叡
山
本
と
永
井
本
は
極
め
て
近
い
関
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
お
互

い
の
誤
脱
を
補
い
合
う
箇
所
も
あ
り
、
ど
ち
ら
か
が
ど
ち
ら
か
の
親
本
で
あ
る

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

ま
た
河
村
本
に
つ
い
て
は
、
叡
山
本
・
永
井
本
と
は
別
系
統
な
が
ら
、
静
カ

本
・
国
会
本
（『
義
経
知
緒
記
』）
と
も
一
線
を
画
し
、
そ
の
展
開
を
考
え
る
上

で
重
要
な
位
置
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

〈
叡
山
本

小
童
ノ
健
気
ナ
ル
形
勢
ヲ
見
テ
打
捨
テ
通
リ
給
ヘ
リ
（
上

巻
二
十
八
丁
表
）

『
異
本
義
経
記
』
の
展
開
と
そ
の
享
受

三

〈
静
カ
本

小
童
ノ
健
気
ナ
ル
形
勢
ヲ
感
シ
打
捨
テ
通
リ
給
ヘ
リ

〈
静
ひ
本

小
童
の
健
な
る
形
勢
ヲ
を
感
じ
う
ち
捨
て
通
り
給
へ
り

〈
河
村
本

小
童
ノ
ケ
ナ
ケ
ナ
ル
形
勢
ヲ
感
シ
打
捨
テ
通
リ
給
ヘ
リ

〈
永
井
本

小
童
ノ
健
気
ナ
ル
形
勢
ヲ
見
テ
打
捨
テ
通
リ
給
ヘ
リ

〈
国
会
本

幼
童
ノ
健
気
ナ
ル
形
勢
感
打
捨
テ
通
玉
ヘ
リ

は
父
関
原
与
一
を
討
た
れ
た
少
年
が
義
経
に
挑
み
懸
か
っ
て
い
く
場
面
で
、

河
村
本
は
静
カ
本
・
静
ひ
本
・
国
会
本
と
一
致
す
る
。
他
に
も
片
岡
経
春
に
つ

い
て
の
記
述
に
お
い
て
、「
片
岡
弘
経
カ
兄
片
岡
二
郎
経
春
」（
静
カ
本
）
と
い

う
よ
う
に
叡
山
本
（
上
巻
四
十
丁
裏
）・
永
井
本
に
は
な
い
「
片
岡
弘
経
カ

兄
」
と
い
う
説
明
が
河
村
本
以
下
で
は
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
静
カ
本
と
『
義
経

知
緒
記
』
は
近
い
関
係
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
次
の

の
よ
う
に
、

〈
叡
山
本

平
家
没
落
ノ
期
ニ
望
テ
彼
ノ
亀
再
源
氏
ノ
御
舩
ノ
前
ニ

浮
出
タ
リ
（
上
巻
三
十
八
丁
表
）

〈
静
カ
本

平
家
没
落
ノ
期
ニ
望
テ
件
亀
再
源
氏
ノ
御
舩
ノ
前
ニ
浮
出
タ

リ〈
静
ひ
本

平
家
没
落
の
期
ニ
の
そ
ん
で
か
の
亀
再
源
氏
の
御
舩
の
前

ニ
う
か
び
出
た
り

〈
河
村
本

平
家
没
落
ノ
時
ニ
望
テ
彼
亀
再
ヒ
源
氏
ノ
御
舟
ノ
前
ニ
浮
出

タ
リ



〈
永
井
本

平
家
没
落
ノ
期
ニ
望
テ
彼
ノ
亀
再
源
氏
ノ
御
舩
ノ
前
ニ
浮

出
タ
リ

〈
国
会
本

平
家
没
落
ノ
期
ニ
ノ
ソ
ン
テ
件
ノ
亀
再
ヒ
源
氏
ノ
御
舟
ノ
前

ニ
浮
ミ
出
タ
リ

河
村
本
は
静
カ
本
・
国
会
本
と
は
一
致
せ
ず
、
こ
れ
ら
と
は
ま
た
別
の
系
統
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
簡
略
で
は
あ
る
が
、
河
村
本
・
永
井
本
を
中
心
に
諸
本
の
関
係
を
見

て
み
た
。
本
文
の
前
後
関
係
等
、
さ
ら
に
詳
細
な
検
討
が
必
要
か
と
思
わ
れ
る

が
、
静
カ
本
・『
義
経
知
緒
記
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
独
自
部
分
、
ま
た
静
ひ

本
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
、
ま
た
河
村
本
の
本
文
の
あ
り
方
等
は
、『
異
本
義
経

記
』
が
展
開
し
な
が
ら
享
受
さ
れ
て
い
く
過
程
を
持
ち
、
そ
の
中
で
変
容
し
て

い
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

二
『
異
本
義
経
記
』
と
『
義
経
知
緒
記
』

『
異
本
義
経
記
』
の
展
開
を
考
え
る
上
で
、
そ
の
書
名
も
問
題
点
の
一
つ
で

あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
異
本
義
経
記
』
は
『
義
経
記
』
に
は
見
ら
れ

な
い
異
伝
・
異
説
を
載
せ
る
「
異
本
」
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
わ
け
だ
が
、
同

様
の
内
容
を
持
つ
『
義
経
知
緒
記
』
の
場
合
は
、
そ
の
書
名
が
い
つ
の
時
点
か

ら
付
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
そ
の
意
味
に
つ
い
て
等
『
異
本
義
経
記
』・『
義
経

記
』
と
の
関
連
も
含
め
て
、
不
明
な
点
が
多
い
。
こ
こ
で
は
、『
異
本
義
経

記
』・『
義
経
知
緒
記
』
と
い
う
書
名
に
つ
い
て
、
本
文
の
展
開
と
併
せ
て
検
討

し
て
み
た
い
。

『
異
本
義
経
記
』
と
『
義
経
知
緒
記
』
に
つ
い
て
は
そ
の
前
後
関
係
等
が
論

じ
ら
れ
て
お
り
、
現
存
の
も
の
に
関
し
て
い
え
ば
、『
義
経
知
緒
記
』
は
『
異

本
義
経
記
』
の
中
で
も
一
段
下
げ
記
事
・
頭
注
等
に
お
い
て
多
く
記
す
静
カ
本

に
近
く
、
さ
ら
に
そ
れ
を
膨
ら
ま
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
国
会

本
を
始
め
と
す
る
『
義
経
知
緒
記
』
四
本
は
僅
か
の
誤
脱
等
を
除
け
ば
大
き
な

異
同
も
な
く
、
改
行
等
の
体
裁
な
ど
か
ら
も
非
常
に
近
い
関
係
に
あ
る
と
思
わ

れ
、
こ
の
四
本
だ
け
で
は
判
断
し
難
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。『
異
本
義
経
記
』
の

名
は
早
く
は
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
刊
の
『
山
城
名
勝
志
』
に
見
る
こ
と
が

で
き
、
現
存
の
『
異
本
義
経
記
』
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
が
引
用
さ
れ
る
。
ま
た
、

明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
刊
の
『
謡
曲
拾
葉
抄
』
で
は
『
異
本
義
経
記
』
よ
り

の
引
用
と
し
な
が
ら
、『
義
経
知
緒
記
』
本
文
に
近
い
内
容
が
引
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
『
異
本
義
経
記
』
と
『
義
経
知
緒

記
』
の
関
係
を
さ
ら
に
説
明
す
る
例
と
し
て
、
そ
の
冒
頭
部
分
を
取
り
上
げ
て

み
る
。

『
異
本
義
経
記
』
で
は
、
そ
の
冒
頭
部
分
で
義
朝
の
子
女
に
つ
い
て
か
ら
記

述
が
始
ま
る
。
た
と
え
ば
、
義
平
・
朝
長
に
つ
い
て
叡
山
本
で
は
、

義
朝
嫡
子
悪
源
太
義
平
﹇
平
治
二
年
誅
〕
二
男
中
宮
太
夫
進
朝
長
﹇
美
濃

国
青
墓
ニ
テ
義
朝
殺
〕
（
上
巻
一
丁
表
・〔

〕
内
割
注
、
以
下
同
じ
。）

『
異
本
義
経
記
』
の
展
開
と
そ
の
享
受
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と
あ
っ
て
、
他
の
『
異
本
義
経
記
』
本
文
も
ほ
ぼ
同
じ
記
述
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
国
会
本
以
下
『
義
経
知
緒
記
』
で
は
、

義
朝
嫡
子
悪
源
太
義
平
﹇
平
治
二
年
誅
母
橋
本
遊
女
平
治
物
語
ニ
母
方
ノ

伯
父
三
浦
介
ト
ア
リ
然
ル
時
ハ
大
助
義
明
女
カ
号
ス二

鎌
倉
悪
源
太
ト一

〕
二

男
中
宮
太
夫
進
朝
長
﹇
美
濃
国
青
墓
ニ
テ
義
朝
弑
母
修
理
太
夫
範
兼
女
〕

（
国
会
本
／
上
巻
一
丁
表
）

と
な
っ
て
い
て
、
割
注
傍
線
部
分
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
義
経

知
緒
記
』
で
は
、
本
文
記
事
・
一
段
下
げ
注
記
事
等
詳
細
に
説
明
す
る
傾
向
が

あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
冒
頭
部
分
の
み
で
は
あ
る
が
『
一
誠
堂
古
書
目
録
』

（
写
真
頁
／
第
八
十
九
号
・
平
成
十
一
年
十
二
月
）
に
よ
る
と
、『
異
本
義
経

記
』
に
お
い
て
『
義
経
知
緒
記
』
と
同
様
の
記
事
を
持
つ
も
の
が
あ
っ
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
。
つ
ま
り
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

異
本
義
経
記

上

左
馬
頭
義
朝
之
息
男
以
上
十
八
人
之
内
（
中
略
）
義
朝
嫡
子
悪
源
太
義
平

﹇
平
治
二
年
誅
母
ハ
橋
本
遊
女
平
治
物
語
ニ
母
方
ノ
伯
父
三
浦
介
ト
ア
リ

爾
ル
時
ハ
大
助
義
明
女
カ
号
鎌
倉
悪
源
太
〕
二
男
中
宮
大
夫
進
朝
長
﹇
美

乃
国
青
墓
ニ
テ
義
朝
殺
母
修
理
大
夫
範
兼
女
〕

と
あ
り
、「
異
本
義
経
記
」
と
い
う
内
題
を
持
つ
一
本
が
『
義
経
知
緒
記
』
と

ほ
ぼ
同
じ
本
文
（
割
注
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
異
本
義
経
記
』
の
書
名

を
持
ち
な
が
ら
、
現
存
『
義
経
知
緒
記
』
に
か
な
り
近
づ
い
た
本
文
を
持
つ
も

『
異
本
義
経
記
』
の
展
開
と
そ
の
享
受

五

の
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
具
体
的
に
示
す
例
と
し
て
認
め

ら
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
『
異
本
義
経
記
』
と
『
義
経
知
緒
記
』
と
は
入
り
組
ん
だ
関
係

に
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
『
異
本
義
経
記
』
と
い
う
書
名
の
方
は
広
ま
っ
て
お
り
、

『
義
経
知
緒
記
』
と
い
う
書
名
は
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。『
異
本
義
経
記
』・『
義
経
知
緒
記
』
と
い
う
書
名
と
本
文
の
あ

り
方
と
は
、
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
書
名
と
本
文
の
関
係
か
ら
、
そ
の
展
開
の
過
程
を
追
っ
て
み
た
が
、
次

に
『
異
本
義
経
記
』・『
義
経
知
緒
記
』
と
も
に
ど
の
よ
う
な
理
解
・
認
識
の
上

に
享
受
さ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
検
討
し
て
み
た
い
。

三

河
村
本
お
よ
び
大
東
急
本
・
尊
経
閣
本
に
み
る
享
受

の
一
例

『
異
本
義
経
記
』
は
不
明
な
点
も
多
く
、
こ
れ
ま
で
個
々
の
内
容
・
本
文
に

つ
い
て
は
検
討
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
享
受
の
様
相
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
論
じ

ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
一
端
を
示
し
、『
異
本
義
経
記
』

の
意
義
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
そ
れ
が
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
を
考
え
る
手
が
か

り
と
し
た
い
。
河
村
本
お
よ
び
大
東
急
本
・
尊
経
閣
本
を
中
心
に
検
討
す
る
こ

と
と
す
る
。

先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
河
村
本
は
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
の
「
河
村
秀



頴
・
秀
根
・
益
根
遺
書
」
八
千
余
冊
を
収
蔵
す
る
河
村
文
庫
所
蔵
で
、『
異
本

義
経
記
』
と
し
て
は
そ
の
早
い
段
階
で
の
所
蔵
が
わ
か
る
数
少
な
い
例
の
一
つ

で
あ
る
。
河
村
秀
頴
〈
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）

天
明
三
年
（
一
七
八

三
）
は
尾
張
藩
で
町
奉
行
・
書
物
奉
行
な
ど
を
歴
任
し
た
人
物
で
、
和
漢
の

書
籍
を
数
多
く
所
蔵
し
た
。
そ
の
弟
秀
根
〈
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）

寛
政

四
年
（
一
七
九
二
）
は
尾
張
藩
第
七
代
藩
主
宗
春
に
仕
え
、
兄
と
と
も
に
神

道
・
古
典
・
有
職
故
実
等
を
学
び
、
秀
頴
・
秀
根
と
秀
根
の
息
子
益
根
は
『
日

本
書
紀
』
研
究
を
進
め
、
こ
の
河
村
家
の
学
問
を
「
紀
典
学
」
と
称
し
た
。
ま

た
、
こ
の
秀
頴
の
校
合
本
『
太
平
記
』
に
つ
い
て
は
、
長
坂
成
行
氏
の
一
連
の

御
論
考
が
あ
る
。

同
じ
く
河
村
文
庫
に
は
秀
根
直
筆
の
『
河
村
（
邨
）
秀
根
蔵
書
目
録
』
が
あ

り
、
多
く
の
書
物
が
分
類
さ
れ
購
入
時
の
値
段
等
の
記
録
と
併
せ
て
記
さ
れ
る
。

そ
の
中
に
は
、『
平
家
物
語
』・『
太
平
記
』・『
応
仁
記
』・『
明
徳
記
』
さ
ら
に

は
『
難
太
平
記
』・『
参
考
太
平
記
』
と
い
っ
た
軍
記
関
係
の
も
の
を
か
な
り
見

る
こ
と
が
で
き
る
が
、『
異
本
義
経
記
』
の
書
名
は
な
く
、
秀
根
の
蔵
書
で
は

な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
同
文
庫
に
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
の
奥
書

を
持
つ
河
村
秀

に
よ
る
『
河
村
氏
蔵
書
目
録
』
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
秀
頴
・

秀
根
等
の
書
物
の
区
別
な
く
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
「
異
本
義
経
記

一

冊
」
の
記
載
が
あ
っ
て
、
お
そ
ら
く
現
存
の
上
巻
一
冊
を
指
し
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

ま
た
、
河
村
本
に
は
表
紙
に
「
河
村
秀
頴
本
／
名
図
」
の
小
片
が
貼
り
付
け

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
貼
紙
は
秀
根
・
益
根
等
の
名
が
記
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
て
、

鶴
舞
中
央
図
書
館
の
前
身
で
あ
る
市
立
名
古
屋
図
書
館
収
蔵
時
に
何
ら
か
の
基

準
で
付
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
分
類
は
先
の
『
河
村
（
邨
）
秀
根

蔵
書
目
録
』
や
『
市
立
名
古
屋
図
書
館
別
置
図
書
目
録
一

未
定
稿
』
な
ど
の

記
載
と
一
致
す
る
も
の
の
、
現
在
で
は
そ
の
基
準
は
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
秀
頴
本
と
す
る
貼
紙
は
、
河
村
文
庫
唯
一
の
『
義
経
記
』（
寛
文
十
年
版
）

に
も
付
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
『
楠
兵
庫
巻
』
や
『
楠
足
利
系
図
』
と
い
っ
た

『
秀
根
目
録
』
に
は
見
ら
れ
な
い
系
統
の
も
の
に
も
同
様
に
付
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
を
み
る
と
、『
異
本
義
経
記
』
が
『
義
経
記
』
と
と
も
に
秀
頴
の
手
元
に

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
『
異
本
義
経
記
』
の
み
の
享
受
と
い
う
よ
り

も
、『
義
経
記
』
と
そ
の
延
長
線
上
と
し
て
の
『
異
本
義
経
記
』
が
合
わ
せ
て

享
受
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
独
立
し
た
『
異
本

義
経
記
』
の
み
の
享
受
を
考
え
る
よ
り
、『
義
経
記
』
に
対
す
る
異
伝
・
異
説

を
述
べ
る
『
異
本
義
経
記
』
の
立
場
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、『
義
経
記
』
と
合

わ
せ
て
享
受
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
方
が
よ
り
自
然
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

次
に
大
東
急
本
と
尊
経
閣
本
の
、
そ
の
書
写
活
動
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た

い
。
現
存
す
る
『
義
経
知
緒
記
』
は
四
本
と
も
本
文
が
非
常
に
近
い
関
係
に
あ

り
、
簡
単
な
誤
脱
等
を
除
く
と
ほ
ぼ
同
じ
本
文
で
、
そ
の
直
接
的
関
係
も
考
え

得
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
尊
経
閣
本
と
大
東
急
本
の
二
本
の
奥
書
・
印
記
等
に

『
異
本
義
経
記
』
の
展
開
と
そ
の
享
受
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つ
い
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
結
論
か
ら
先
に
述
べ
る
と
、
尊
経

閣
本
を
写
し
た
も
の
が
大
東
急
本
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
大
東
急
本
に
は
上
下
巻
共
に
一
丁
表
に
「
偕
楽
堂
」
の
印
記
が
あ
り
、

こ
れ
は
三
河
田
原
藩
最
後
の
藩
主
三
宅
康
保
〈
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）

明

治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
の
蔵
書
印
で
あ
る
。
そ
し
て
巻
末
に
識
語
と
し

て
後
表
紙
見
返
し
中
心
部
に
貼
紙
が
あ
り
、

右
者

天
保
十
丁

亥

歳
大
坂
御
加
番
之
節

山
里
丸
板
倉
伊
予
守
様
ヨ
リ

御
借
用
ニ

而

大
嶋
介
助
暉
兒

御
写
被
仰
付
従
十
一
月
十
四
日

至
十
二
月
十
日

乾
坤
二
巻
之
内

謹
写

と
あ
っ
て
、
下
巻
に
も
日
付
を
「
従
十
月
八
日
至
十
一
月
十
三
日
」
と
す
る
同

様
の
貼
紙
が
あ
る
。
天
保
十
年
（
一
八
三
九
・
正
し
く
は
己
亥
）
当
時
の
藩
主

は
三
宅
康
保
の
先
代
、
第
十
一
代
三
宅
康
直
〈
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）

明

治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
、
彼
は
姫
路
藩
よ
り
養
子
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
藩

の
改
革
を
成
し
遂
げ
藩
校
成
章
館
の
文
武
を
奨
励
し
た
。
こ
の
康
保
の
後
、
第

十
代
康
明
の
弟
友
信
の
長
男
康
保
が
第
十
二
代
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
大
坂
加

番
は
大
阪
城
守
衛
の
任
務
で
任
期
は
一
年
、
三
宅
康
直
の
大
坂
加
番
は
雁
木
坂

加
番
で
、
天
保
十
年
八
月
か
ら
一
年
間
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
下
巻
が
天
保
十
年

十
月
八
日
か
ら
十
一
月
十
三
日
、
上
巻
が
十
一
月
十
四
日
か
ら
十
二
月
十
日
ま

で
書
写
し
た
と
い
う
こ
と
と
一
致
す
る
。
識
語
で
は
そ
の
期
間
に
、
同
じ
く
大

坂
城
山
里
丸
加
番
で
あ
っ
た
板
倉
伊
予
守
勝
明
か
ら
『
義
経
知
緒
記
』
を
借
用

『
異
本
義
経
記
』
の
展
開
と
そ
の
享
受

七

し
た
こ
と
に
な
る
。
市
川
信
詳
に
よ
る
『
三
宅
氏
御
系
譜
』〈
弘
化
二
年
（
一

八
四
五
）
の
康
直
の
項
に
よ
る
と
、

天
保
十
己

亥

年
二
月
十
一
日
御
用
番
松
平
和
泉
守
乗
寛
殿
ヨ
リ
留
守
居
之

者
被
二

呼
出
一

、
奉
書
ヲ
以
当
秋
大
坂
加
番
雁
木
坂
松
平
丹
後
守
信
友
代

被
二

仰
付
一

、
山
里
板
倉
伊
予
守
勝
明
、
中
小
屋
内
藤
丹
波
守
政
優
、
青

屋
口
大
関
伊
予
守
増
儀
同
勤
。

と
あ
っ
て
、
康
直
が
天
保
十
年
二
月
に
大
坂
雁
木
坂
加
番
を
命
じ
ら
れ
、
同
時

に
勤
務
す
る
者
と
し
て
山
里
丸
が
板
倉
伊
予
守
勝
明
で
あ
っ
た
。
書
写
を
命
じ

ら
れ
た
大
嶋
介
助
は
、
そ
の
名
が
『
田
原
町
史
』
に
数
回
見
ら
れ
、
天
保
八
年

（
一
八
三
七
）
に
は
柔
術
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
に
は
槍
術
の
藩
校
で

の
免
許
皆
伝
者
の
中
に
彼
の
名
が
あ
り
、
大
島
が
そ
れ
ら
の
名
人
で
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。

さ
て
尊
経
閣
本
に
は
「
板
倉
文
庫
記
」
と
「
節
山
秘
蔵
」
の
二
つ
の
印
記
が

あ
り
、
こ
れ
は
ど
ち
ら
も
こ
の
板
倉
勝
明
の
蔵
書
印
で
あ
る
。
上
野
安
中
藩
藩

主
板
倉
勝
明
〈
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
は
、

藩
政
改
革
に
力
を
注
ぐ
だ
け
で
な
く
、
自
ら
著
作
す
る
と
と
も
に
先
学
の
著
述

を
蒐
集
・
刊
行
し
た
『
甘
雨
亭
叢
書
』
が
著
名
で
、
非
常
に
学
問
に
関
心
の
あ

る
人
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
勝
明
は
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
と
天
保
十
年
の
二

回
大
坂
加
番
を
務
め
て
お
り
、
後
の
方
の
加
番
が
識
語
に
当
て
は
ま
る
。

こ
の
よ
う
に
大
坂
加
番
、
つ
ま
り
大
坂
城
へ
出
張
の
と
き
、
勝
明
は
『
義
経



知
緒
記
』
の
よ
う
な
書
物
を
持
参
し
て
お
り
、
そ
れ
を
康
直
が
借
り
受
け
書
写

す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
、
後
に
そ
の
本
を
受
け
継
い
だ
三
宅
康
保
が
蔵
書

印
を
押
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
大
坂
加
番
の
と
き
に
は
勝
明
も
康
直
も
、

ま
た
康
保
も
康
直
を
ま
ね
て
、
学
者
を
招
き
そ
の
講
義
を
受
け
て
い
た
。
彼
ら

の
よ
う
な
学
問
に
造
詣
の
深
か
っ
た
大
名
ク
ラ
ス
の
人
で
あ
れ
ば
、『
義
経

記
』
自
体
の
理
解
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
を
前
提
に
、『
義
経
記
』

の
異
伝
・
異
説
を
収
載
す
る
「
異
本
」
と
し
て
『
義
経
知
緒
記
』（『
異
本
義
経

記
』）
が
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
は
と
思
わ
れ
る
。
河
村
本
お
よ
び
大
東
急

本
・
尊
経
閣
本
の
場
合
か
ら
、『
異
本
義
経
記
』
は
近
世
に
入
っ
て
享
受
の
拡

が
り
を
見
せ
た
『
義
経
記
』
の
展
開
と
し
て
認
識
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た

逆
に
『
義
経
記
』
理
解
の
方
法
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ

よ
う
。

四
『
理
尽
鈔
』
か
ら
の
変
容

以
上
の
よ
う
な
武
士
階
級
の
享
受
に
併
せ
て
、『
異
本
義
経
記
』
が
『
山
城

名
勝
志
』・『
謡
曲
拾
葉
抄
』
の
そ
れ
ぞ
れ
の
編
著
者
で
あ
る
大
島
武
好
・
犬
井

貞
恕
と
い
っ
た
知
識
人
た
ち
の
手
元
に
あ
っ
た
こ
と
も
、『
異
本
義
経
記
』
の

意
義
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。「
軍
記
評
判
」
と
い
う
面
に
お
い
て
こ
の

よ
う
な
享
受
層
か
ら
想
起
さ
れ
る
の
は
、『
理
尽
鈔
』
の
「
評
」
の
世
界
で
あ

る
。『
理
尽
鈔
』
に
影
響
を
強
く
受
け
て
成
立
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

『
異
本
義
経
記
』
に
つ
い
て
、
こ
の
「
評
」
と
の
関
連
を
考
え
て
み
た
い
。
そ

の
「
伝
」
的
世
界
の
継
承
に
つ
い
て
は
先
に
検
討
し
た
が
、
こ
こ
で
は
『
理
尽

鈔
』
の
「
評
」
と
『
異
本
義
経
記
』
の
叙
述
の
あ
り
方
を
比
較
す
る
こ
と
で
、

『
異
本
義
経
記
』
の
独
自
性
、
さ
ら
に
は
『
義
経
記
』
の
変
容
の
方
向
性
を
検

討
し
て
み
た
い
。

『
理
尽
鈔
』
の
「
評
」
に
お
い
て
、
軍
略
を
語
る
こ
と
は
一
つ
の
柱
で
あ
り
、

楠
木
正
成
の
知
謀
・
知
略
を
称
揚
し
、
そ
の
謀
略
を
細
か
に
正
成
自
身
に
解
説

さ
せ
る
方
法
も
採
っ
て
い
る
。
ま
た
幕
府
方
・
天
皇
方
な
ど
区
別
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
戦
闘
の
あ
り
方
を
是
々
非
々
主
義
で
批
判
し
、
泰
平
の
世
に
お
け
る
軍

略
を
理
論
化
し
て
み
せ
る
。
し
か
し
『
異
本
義
経
記
』
で
は
軍
略
を
語
る
部
分

は
極
め
て
少
な
く
、
た
と
え
ば
、
一
ノ
谷
合
戦
で
の
首
実
検
の
あ
り
方
を
範
頼

に
批
判
さ
れ
、
義
経
が
逆
に
範
頼
の
愚
か
さ
を
指
摘
す
る
場
面
が
あ
る
が
、
後

日
義
経
が
語
っ
た
の
を
川
（
河
）
越
重
房
が
聞
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
含
め
て

『
理
尽
鈔
』
か
ら
取
り
込
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
八
島
合
戦
の
前
に
大

蔵
卿
泰
経
の
大
将
た
る
べ
き
人
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
問
い
に
義
経
が
答
え
る

場
面
に
つ
い
て
も
、『
吾
妻
鏡
』
の
記
述
を
受
け
た
も
の
に
『
理
尽
鈔
』
の
将

の
あ
り
方
に
対
す
る
考
え
方
に
即
し
た
内
容
を
形
式
的
に
付
加
し
た
も
の
で
あ

り
、『
異
本
義
経
記
』
独
自
の
世
界
を
形
成
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
こ
の

よ
う
な
点
か
ら
も
、「
伝
」
の
方
法
の
継
承
だ
け
で
な
く
『
異
本
義
経
記
』
が

『
理
尽
鈔
』
を
強
く
意
識
し
模
倣
す
る
態
度
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
軍
略
に
対

『
異
本
義
経
記
』
の
展
開
と
そ
の
享
受

八



し
て
は
『
理
尽
鈔
』
を
上
回
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
良
将
と
し
て
の

義
経
像
を
指
摘
さ
れ
る
も
の
の
、『
異
本
義
経
記
』
の
興
味
の
対
象
の
一
つ
に

軍
略
を
挙
げ
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。『
義
経
記
』
本
体
よ
り
は
、
源

平
合
戦
に
お
け
る
義
経
の
活
躍
を
採
り
上
げ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
を
さ
ら
に
軍

略
的
な
面
に
お
い
て
掘
り
下
げ
る
こ
と
は
行
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た

『
理
尽
鈔
』
の
「
評
」
に
は
政
治
性
・
治
世
の
術
を
述
べ
る
と
い
う
も
う
一
方

の
柱
あ
り
、
こ
こ
で
は
正
成
は
単
な
る
勇
猛
果
敢
な
武
将
と
し
て
の
面
だ
け
で

は
な
く
、
為
政
者
と
し
て
の
有
る
べ
き
姿
を
示
し
、
将
と
し
て
部
下
を
動
か
し
、

ま
た
慕
わ
れ
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
る
。
と
こ
ろ
が
『
異
本
義
経
記
』
で
は
、

義
経
も
彼
の
配
下
も
政
治
的
な
こ
と
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
触
れ
る
こ
と
は
な
い
。

武
家
・
知
識
人
と
い
っ
た
享
受
層
の
重
な
り
を
見
せ
な
が
ら
も
、『
異
本
義
経

記
』
に
お
い
て
は
政
治
的
・
軍
略
的
内
容
が
そ
の
求
め
ら
れ
る
理
由
の
一
つ
、

言
い
換
え
れ
ば
そ
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
『
異
本
義
経
記
』
の
「
評
」
と
し
て
、
政
治
・
軍
略
に
代
わ
る
内

容
は
ど
こ
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。『
理
尽
鈔
』
に
お
い
て

「
評
」
と
「
伝
」
の
世
界
は
混
在
し
、
一
概
に
そ
れ
ら
は
分
別
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
。「
評
」
と
す
る
部
分
に
「
伝
」
的
内
容
が
含
ま
れ
、「
伝
」
の
中
で
も

批
判
さ
れ
る
べ
き
対
象
は
容
赦
な
く
批
判
さ
れ
る
。
そ
の
『
理
尽
鈔
』
作
者
の

批
判
精
神
の
代
弁
者
と
し
て
正
成
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
は
『
理
尽
鈔
』

の
「
評
」
の
根
本
を
支
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
じ
く
『
異
本
義
経
記
』

『
異
本
義
経
記
』
の
展
開
と
そ
の
享
受

九

で
も
義
経
と
彼
を
巡
る
人
々
が
作
者
の
代
わ
り
に
様
々
な
こ
と
に
つ
い
て
言
及

し
、「
伝
」
的
な
記
述
の
中
で
独
自
の
批
判
精
神
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
で
は
『
異
本
義
経
記
』
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
批
判
精
神
が
発
揮
さ
れ
て

い
る
の
か
、
検
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
最
初
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
讒
言
者
梶
原
景
時
へ
の
徹
底
的
な
批
判
で

あ
る
。
そ
の
没
落
の
運
命
の
要
因
と
な
っ
た
梶
原
に
対
し
て
、
義
経
の
配
下
は

襲
撃
し
よ
う
と
さ
え
試
み
、
鎌
倉
へ
召
喚
さ
れ
た
静
は
戯
れ
懸
か
る
梶
原
の
息

子
景
茂
に
「
汝
カ
親
景
時
逆
櫓
ト
哉
覧
臆
病
ヲ
云
出
其
事
ヲ
隠
サ
ン
カ
為
ニ

我
君
ヲ
讒
シ
奉
リ
シ
事
世
人
普
知
ル
処
也
」（
叡
山
本
／
下
巻
十
五
丁
表
）

と
名
指
し
で
批
判
し
、
ま
た
常
盤
も
容
赦
な
く
梶
原
を
糾
弾
す
る
。
さ
ら
に
は

そ
の
讒
言
を
用
い
る
頼
朝
に
ま
で
批
判
の
眼
は
向
け
ら
れ
る
。
義
経
自
身
が

「
景
時
カ
何
ト
申
共
度
々
ノ
功
ヲ
頼
朝
思
ヒ
給
ハ
ン
ニ
ハ
仮
令
軍
功
ノ
賞
マ
テ

ノ
事
ハ
ナ
ク
ト
モ
一
ト
先
対
面
有
テ
軍
忠
ノ
褒
美
ナ
リ
共
有
ヘ
キ
モ
ノ

サ
ハ

ナ
ク
テ
鎌
倉
中
ヘ
入
ラ
レ
サ
ル
事
コ
ソ
遺
恨
ナ
レ
」（
同
／
下
巻
二
丁
表
）
と

嘆
く
の
み
な
ら
ず
、
守
覚
法
親
王
は
「
景
時
カ
讒
ヲ
源
二
位
カ
用
ヒ
テ
伊
予
守

ヲ
誅
セ
ン
」（
同
／
下
巻
十
九
丁
裏
）
と
指
摘
し
、
禅
林
房
学
日
も
「
景
時
腹

黒
ニ
テ
加
様
ニ
御
連
枝
ノ
間
ヲ
逆
タ
リ
シ
事
世
人
知
ル
処
也
其
讒
言
ヲ
御
用

ア
ル
鎌
倉
殿
ノ
御
所
存
コ
ソ
口
惜
候
ヘ
」（
同
／
下
巻
十
七
丁
裏
）
と
梶
原
と

頼
朝
を
並
べ
て
両
断
す
る
。
ま
た
勧
修
坊
得
業
も
鈴
木
三
郎
も
、
義
経
に
対
面

す
る
こ
と
な
く
追
放
し
た
頼
朝
の
や
り
方
を
そ
の
面
前
で
堂
々
と
批
判
す
る
。



こ
れ
は
「
世
人
（
普
）
知
ル
処
」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
つ
に
は
判
官
び
い
き

に
代
表
さ
れ
る
無
実
の
義
経
を
陥
れ
た
梶
原
批
判
の
立
場
が
基
本
に
あ
る
と
い

え
、
ま
た
一
方
で
讒
言
と
い
う
も
の
に
対
す
る
強
烈
な
倫
理
的
糾
弾
と
取
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
そ
の
批
判
は
頼
朝
に
対
し
て
も
容
赦
な
く
行
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
た
と
え
讒
言
者
梶
原
が
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
用
い
る
か
否

か
は
棟
梁
た
る
頼
朝
の
器
量
に
よ
る
も
の
と
、
登
場
人
物
の
言
を
借
り
て
作
者

の
考
え
を
代
弁
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
倫
理
的
追
求
も
言
い
換
え
れ
ば
、
将

た
る
も
の
の
心
構
え
を
説
く
も
の
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
そ
の
根
底

に
は
や
は
り
、
華
々
し
い
活
躍
の
後
に
あ
え
な
く
没
落
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た

悲
劇
の
武
将
義
経
へ
の
哀
惜
の
念
が
存
在
し
、
そ
の
要
因
と
な
っ
た
梶
原
・
頼

朝
に
対
す
る
糾
弾
の
思
い
が
強
く
表
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
判

官
び
い
き
の
感
情
の
展
開
の
中
で
、『
義
経
記
』
の
中
で
は
直
接
的
に
批
判
さ

れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
頼
朝
に
ま
で
具
体
的
な
批
判
が
及
ぶ
と
い
う
、『
異
本

義
経
記
』
と
い
う
形
で
の
『
義
経
記
』
変
容
の
結
果
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ

こ
に
は
軍
略
・
政
治
か
ら
離
れ
た
「
評
」
の
世
界
が
あ
り
、
そ
こ
に
『
義
経

記
』
の
あ
り
方
の
反
映
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
先
に
挙
げ
た
静
・
常
盤
や
鬼
一
法
眼
の
娘
、
ま
た
鎌
田
の
娘
牛
王

な
ど
の
発
言
が
目
に
つ
く
。
こ
こ
で
の
女
性
達
は
決
し
て
黙
る
こ
と
な
く
、
相

手
が
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
ろ
う
と
批
判
し
意
見
を
述
べ
る
。
ま
た
そ
れ
と
は

逆
に
、
た
と
え
ば
牛
王
は
夫
や
平
家
方
の
討
手
に
対
し
て
「
女
心
ノ
無
墓
」

（
叡
山
本
／
上
巻
二
十
八
丁
裏
他
）
と
い
う
の
を
繰
り
返
し
、
静
も
ま
た
、
主

君
義
経
の
仇
を
討
と
う
と
す
る
も
母
が
同
座
す
る
た
め
に
そ
れ
を
あ
き
ら
め
、

「
後
ノ
報
ヲ
思
フ
女
心
ノ
口
惜
サ
ヨ
ト
落
涙
」（
同
／
下
巻
十
五
丁
表
）
す
る
。

こ
れ
ら
は
「
伝
」
的
内
容
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
作
者
の
一
つ
の
女
性
観
と
見

ら
れ
、『
義
経
記
』
の
中
に
見
ら
れ
る
中
世
的
女
性
像
の
形
象
か
ら
、
近
世
的

倫
理
観
の
枠
組
み
の
中
で
さ
ら
に
新
し
い
ス
タ
イ
ル
を
展
開
し
た
女
性
像
と
も

言
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
『
理
尽
鈔
』
の
「
評
」
の
二
大
要
素
で
あ
る
政
治
・
軍
略
性
と

は
別
の
次
元
に
『
異
本
義
経
記
』
は
展
開
し
、『
理
尽
鈔
』
の
方
法
を
骨
組
み

と
し
な
が
ら
そ
れ
を
新
た
な
形
で
変
容
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
『
異
本

義
経
記
』
の
世
界
の
独
自
性
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
ま
た
『
太
平
記
』
と
『
義

経
記
』
の
本
質
的
な
も
の
の
違
い
か
ら
お
こ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。『
異

本
義
経
記
』
に
お
い
て
は
、「
伝
」・「
評
」
と
も
に
『
理
尽
鈔
』
を
踏
襲
し
な

が
ら
も
異
な
っ
た
展
開
を
見
せ
、
そ
れ
ら
は
時
代
性
と
と
も
に
、
個
々
の
人
物

に
焦
点
を
あ
て
る
と
い
う
『
義
経
記
』
自
体
の
性
質
を
反
映
し
た
結
果
と
考
え

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

『
義
経
記
』
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
不
明
な
点
が
多
く
、
そ
の
享
受
の
実

態
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
『
異
本
義
経
記
』
の
展
開
・
享
受
の
様
相

『
異
本
義
経
記
』
の
展
開
と
そ
の
享
受

一
〇



を
辿
る
こ
と
で
、『
義
経
記
』
の
理
解
の
あ
り
方
を
探
り
、『
義
経
記
』
自
体
の

享
受
の
一
端
に
迫
る
べ
く
『
異
本
義
経
記
』
の
検
討
を
行
っ
た
。『
義
経
記
』

は
近
世
前
後
か
ら
、
他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
と
の
交
流
が
さ
ら
に
盛
ん
に
な
り
、

ま
た
出
版
文
化
の
展
開
の
中
で
、
そ
の
享
受
の
拡
が
り
を
み
せ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
結
果
現
れ
た
変
容
の
一
つ
と
し
て
『
異
本
義
経
記
』
が
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
「
軍
記
評
判
」
の
流
れ
に
の
っ
て
、
新
た
な
『
義
経
記
』
の
世
界
を

獲
得
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

注

谷
村
知
子
「『
義
経
記
』
と
軍
記
評
判
｜
｜
『
異
本
義
経
記
』
の
方
法
｜
｜
」（
関

西
軍
記
物
語
研
究
会
編
『
軍
記
物
語
の
窓

第
二
集
』
和
泉
書
院

二
〇
〇
二
）。

志
田
元
氏
（「
異
本
義
経
記
」・「
異
本
義
経
記
《
下
》」〈「
伝
承
文
学
研
究
」
四

一
九
六
三
｜
五
／
同
五

一
九
六
四
｜
一
）・
高
橋
貞
一
氏
（「
異
本
義
経
記
」

〈「
仏
教
大
学
研
究
紀
要
」
五
七

一
九
七
三
｜
三
）
に
よ
る
叡
山
文
庫
蔵
本
・
静

嘉
堂
文
庫
蔵
本
の
紹
介
・
翻
刻
等
に
よ
っ
て
『
異
本
義
経
記
』
の
検
討
が
本
格
的
に

始
め
ら
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
に
つ
い
て
旧
字
体
等
は
通
行
字
体
に
改
め
、
本
文
中
の
傍
線
・

記
号
等
は
私
に
付
す
。
以
下
同
じ
。

大
城
実
氏
「『
異
本
義
経
記
』
諸
伝
本
に
関
す
る
考
察
｜
｜
特
に
『
義
経
知
緒

記
』
と
の
前
後
関
係
を
中
心
に
し
て
｜
｜
」（「
立
教
高
等
学
校
研
究
紀
要
」
一
八

一
九
八
七
｜
一
二
）。

注

に
同
じ
。

志
田
元
氏
「
異
本
義
経
記
《
下
》」（「
伝
承
文
学
研
究
」
五

一
九
六
四
｜
一
）、

『
異
本
義
経
記
』
の
展
開
と
そ
の
享
受

一
一

倉
員
正
江
氏
「『
義
経
盤
石
伝
』
と
先
行
史
書
」（「
国
文
学
研
究
」
八
九

一
九
八

六
｜
六
）、
お
よ
び
注

大
城
氏
論
文
。

こ
の
『
異
本
義
経
記
』
の
存
在
に
つ
い
て
は
柳
沢
昌
紀
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
記

し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

注

に
同
じ
。

名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
編
『
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
五
十
年
史
』（
名

古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館

一
九
七
四
）、
名
古
屋
市
役
所
編
『
名
古
屋
市
史
（
人

物
編

二
）』（
川
瀬
書
店

一
九
三
四
／
復
刻

愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会

一
九

八
〇
）、
新
修
名
古
屋
市
史
編
集
委
員
会
編
『
新
修
名
古
屋
市
史

第
四
巻
』（
名
古

屋
市

一
九
九
九
）。

長
坂
成
行
氏
「
尾
張
藩
士
の
『
太
平
記
』
研
究
｜
｜
宝
徳
本
・
駿
河
御
譲
本
・
両

足
院
本
の
こ
と
な
ど
｜
｜
」（「
青
須
我
波
良
」
二
九

一
九
八
五
｜
六
）、「
宝
徳
本

『
太
平
記
』
復
元
考
｜
｜
河
村
秀
頴
校
合
本
に
よ
る
｜
」（「
奈
良
大
学
紀
要
」
一
四

一
九
八
五
｜
一
二
）、「
宝
徳
本
『
太
平
記
』
巻
三
十
三
本
文
剳
記
」（「
奈
良
大
学
紀

要
」
一
五

一
九
八
六
｜
一
二
）。

河
村
文
庫
蔵
の
原
本
と
と
も
に
、
長
友
千
代
治
氏
「
河
邨
秀
根
蔵
書
目
録
」（『
近

世
の
読
書

日
本
書
誌
学
大
系

五
二
』
青
裳
堂
書
店

一
九
八
七
）
を
参
考
と
し

た
。渡

辺
守

氏
他
編
『
新
編
蔵
書
印
譜

日
本
書
誌
学
大
系

七
九
』（
青
裳
堂
書

店

二
〇
〇
一
）。

旧
字
体
等
は
通
行
字
体
に
改
め
る
。

田
原
町
文
化
財
調
査
会
編
『
田
原
町
史

中
巻
』（
田
原
町
教
育
委
員
会

一
九

七
五
）・
田
原
町
文
化
財
保
護
審
議
会
・
田
原
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
田
原
町
史

下
巻
』（
田
原
町
・
田
原
町
教
育
委
員
会

一
九
七
八
）。

大
阪
府
史
編
集
専
門
委
員
会
編
『
大
阪
府
史

第
五
巻
近
世
編

』（
大
阪
府

一
九
八
五
）、
新
修
大
阪
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
新
修
大
阪
市
史

第
三
巻
』（
大
阪



市

一
九
八
九
）、
松
尾
美
恵
子
氏
「
大
坂
加
番
制
に
つ
い
て
」（「
徳
川
林
政
史
研

究
所
研
究
紀
要

昭
和
四
九
年
度
」
一
九
七
五
｜
三
）・「
近
世
末
期
大
坂
加
番
役
の

実
態
｜
｜
三
河
田
原
藩
を
例
に
｜
｜
」（「
徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要

昭
和
五

七
年
度
」
一
九
八
三
｜
三
）。

『
田
原
町
史

中
巻
』（
注

に
同
じ
）
収
載
よ
り
引
用
。
旧
字
体
等
は
通
行
字
体

に
改
め
る
。

『
田
原
町
史

中
巻
』（
注

に
同
じ
）。

注

に
同
じ
。

安
中
市
誌
編
纂
委
員
会
編
『
安
中
市
誌
』（
安
中
市
誌
編
纂
委
員
会

一
九
六
四
）。

注

に
同
じ
。

『
理
尽
鈔
』
に
お
け
る
「
評
」
の
あ
り
方
・
為
政
者
正
成
像
に
つ
い
て
は
、
加
美

宏
氏
（「『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
鈔
』
を
め
ぐ
っ
て
」〈「
日
本
文
学
」
三
四
三

一

九
八
二
｜
七
／
『
太
平
記
享
受
史
論
考
』
桜
楓
社

一
九
八
五

所
収
）、
佐
伯
真

一
氏
（「
合
理
的
政
治
論
と
し
て
の
『
理
尽
鈔
』
／
『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
鈔
』

輪
読
報
告
」〈「
軍
記
と
語
り
物
」
三
三

一
九
九
七
｜
三
）、
若
尾
政
希
氏
（『「
太

平
記
読
み
」
の
時
代

近
世
政
治
思
想
史
の
構
想

平
凡
社
選
書

一
九
二
』
平
凡

社

一
九
九
九
）、
今
井
正
之
助
氏
（「『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
鈔
』「
評
」
の
世
界

｜
｜
正
成
の
討
死
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜
」〈
長
谷
川
端
氏
編
『
太
平
記
の
世
界

軍
記

文
学
研
究
叢
書

九
』
汲
古
書
院

二
〇
〇
〇
）
等
に
よ
っ
て
詳
細
に
検
討
さ
れ

て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
も
そ
の
諸
先
学
の
成
果
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

『
異
本
義
経
記
』
に
お
け
る
『
理
尽
鈔
』
本
文
の
取
り
込
み
に
つ
い
て
は
、
山
本

淳
氏
（「『
異
本
義
経
記
』
と
『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
鈔
』」〈「
軍
記
と
語
り
物
」

三
四

一
九
九
八
｜
三
）
が
指
摘
さ
れ
る
。

山
本
淳
氏
「『
異
本
義
経
記
』
の
義
経
像
｜
｜
良
将
と
し
て
｜
｜
」（「
枯
野
」
一

一

二
〇
〇
〇
｜
一
一
）。

付
記

本
稿
は
中
世
文
学
会
平
成
十
四
年
度
春
季
大
会
（
二
〇
〇
二
年
五
月
二
十
六
日
・

於
慶
応
大
学
）
で
の
口
頭
発
表
の
一
部
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
席
上
ご
教

示
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
閲
覧
・
複
写
等
の
便
宜
を

賜
り
ま
し
た
永
井
義
憲
氏
な
ら
び
に
叡
山
文
庫
・
静
嘉
堂
文
庫
・
名
古
屋
市
鶴
舞
中

央
図
書
館
・
国
文
学
研
究
資
料
館
・
国
会
図
書
館
・
内
閣
文
庫
・
大
東
急
記
念
文

庫
・
尊
経
閣
文
庫
の
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

『
異
本
義
経
記
』
の
展
開
と
そ
の
享
受

一
二


